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事業名 事業 事業
青葉通 区分 街 路 主体 北 見 市
あおばどおり

起終点 自：北海道北見市三楽町２００ 延長
ほっかいどうきたみしさんらくちょう

至：北海道北見市美山町１８ ０．９km
ほっかいどうきたみしみやまちょう

事業概要
青葉通は、北見市街を南北に縦貫し、国道３９号と北側の環状道路を接続する幹線道路である。当事業
は、都市内幹線道路のネットワーク化を図り、沿線の各種公共施設利用者の利便性の向上とともに、安全
な生活環境の確保、円滑なモビリティの確保を図ることを目的とした事業である。
Ｈ９年度事業化 昭和２６年度都市計画決 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手

定
全体事業費 約１６億円 事業進捗率 ６７％ 供用済延長 ０．６km
計画交通量 １５，０００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 4 / 15億円 22 / 34億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 20/ 32億円２．３ 事 業 費： 4/ 15
億円 走行費用減少便益：1.3/1.3億円(残事業) 維持管理費：0.00/0.00
交通事故減少便益：0.29/0.29億円５．５

感度分析の結果 交通量変動 ：B/C=２．５(交通量+10%) B/C=２．０(交通量-10%)
事業費変動 ：B/C=２．１(事業費+10%) B/C=２．５(事業費-10%)
事業期間変動：B/C=２．１(事業期間+20%) B/C=２．５(事業期間-20%)

事業の効果等
・都市の再生（市街地の都市計画道路網密度の向上）
・円滑なモビリティの確保（利便性の向上が期待できるバス路線が存在）
・安全な生活環境の確保（通学路の歩道狭小な区間に歩道が設置される） 他４項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
平成１８年度に１工区の供用が開始し、全体区間の早期供用を地元住民からも要望されている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
平成１８年度に１工区５９０ｍを供用済。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１８年度に１工区５９０ｍを完成供用しており、用地補償、工事の進捗は順調であり、予定通り進
捗している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
当事業の整備により円滑な交通の確保を担っている事業の必要性に変化はなく、予定通り事業の推進を
図り、平成２２年度の事業完成を予定している。
施設の構造や工法の変更等
建設発生土の他工事盛土材への有効利用や、再生アスファルト混合物の活用など資源の有効活用により
コストの縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


